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実験農場のトウモロコシ畑にて。優しい笑顔から気さくなお
人柄が垣間見える

新たな品種を人の手で生み出す
　私たちがいつも口にしている果物や野菜、何気なく目
にしている草花や庭木にはさまざまな品種があるが、進
化の過程で自然に分かれた野生種よりも、人為的につく
り出された品種の方がはるかに多い。例えば、これから
旬を迎えるナシの品種には幸水、二十世紀、豊水、あき
づきなどがあり、それぞれ味や香り、見た目、収穫時期
などの性質が異なる。夏の花アサガオも夏野菜のキュウ
リやナスも、また牛や豚などの家畜も、一見どれも同じ
ようで実は多くの品種に分かれている。
　新たな品種を人の手で生み出すことを「育種」と言う。
植物や動物を対象に、既存の品種の性質をよりよくする品
種改良や、野生種の中から選抜して新たな栽培品種、家
畜などを開発する営みだ。そして育種を生業とする人は

「育種家」あるいはブリーダーと呼ばれ、日本ではあまり知
られていないが欧米では憧れの職業の1つに数えられる。
　今回はその育種家の中でも知る人ぞ知る竹下大学さん
のお話を通じ、育種の世界に皆さんをご招待したい。

メンデルからバーバンクへ
　そもそも育種という営みはいつ頃から始まったのだろうか。
　竹下さんは「広い意味での育種は、人類の歴史とともに
始まったと言っても過言ではありません」と話す。「はるか
昔、人類が食料になる野生の植物を集落の近くに移植し
たり種を播いたりして、実が大きかったり多収であったり
したものを選んで育てるようになったことが育種の始まり
です。17世紀には、プラントハンターたちが世界各地か
らヨーロッパに集めたコレクションの中で虫による自然交
雑が起き、それまでは生まれ得なかった雑種が出現しまし
た。これらを起点として有用性の高いものを選抜して増や
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「育種」を知れば、
世界が変わる

育種家・品種ナビゲーター

竹下大学 さん　

竹下さんの母校、千葉大学の柏の葉キャンパスにある実験農場。多種
多様な植物を栽培している。取材でご協力いただいた
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すことを繰り返しながら、栽培品種がつくられてきました。
家畜も同様ですね。サラブレッドに代表されるように、経
験則に基づく交配なども行われていたことでしょう」。
　そして長い歴史の中で、世代間で特性や形質が伝わる、
あるいは変化することに関する知見が蓄積されていく。そ
うした経験則を体系化し、実験を通じて法則を見出した
のがグレゴール・ヨハン・メンデルだ。優勢／分離／独
立の法則、いわゆる「メンデルの法則」は遺伝学の誕生に
つながり、育種の世界に科学に基づく発展をもたらした。
　「ただ、メンデルは法則を示しただけで、それを用いた
品種改良には関心がなかったようです。遺伝の考え方に
基づき、世の中に新しい価値を提供する品種を作って収
益化する、つまり育種の産業化の道を拓いたのが、私が
尊敬するルーサー・バーバンクです」。
　1849年に米国で生まれたバーバンクは、幼い頃から生
物への関心が高く、植物の品種改良に熱心に取り組んだ。
特にジャガイモでは、現在、米国で最も多く生産されて
いる「ラセットバーバンク」の基となった「バーバンクポテ
ト」を作出したことで知られる。そのほかフランス菊を改
良したシャスタデージーや食用向けのトゲなしサボテンな
ど、生涯に育種した品種は800を超えるという。「あらゆ
る植物の育種に挑み、成果をあげた、まさに『植物の魔術
師』でした。彼が商業育種という新しい世界を切り拓いて
くれたおかげで、われわれ育種家の今があります」。

育種を仕事に
　その育種の世界に脚を踏み入れた理由を訊ねると、「人
づきあいが苦手だったから」と竹下さんは打ち明ける。「人
間相手よりも好きな植物とふれあう仕事がしたい、と思っ
て千葉大学の園芸学部に進みました」。
　そして講義の中で「育種」という世界があることを知り

「自分の進む道はこれだ」と直感した。「お恥ずかしいこと
に、それまで新しい品種がどうしてできるのか、気にとめ
たことがなかったのです、何となくどこか外国から入って
きたのかな、程度にしか思っていませんでした。それが、
新しい品種は日本でもつくられている、しかもそれを職業

にできるという。こんなおもしろそうな
ことはない、と」。
　竹下さんが学生だった1980年代は、
遺伝子組み換え技術が注目され、バイオ
テクノロジーによる新産業創出への期待
が高まっていた時代だ。大手メーカーが
こぞってバイオ分野に進出する中、竹下
さんはビールメーカーが新たに立ち上げ

たアグリバイオ事業部門の研究員の職を得た。そこで取
り組んだのがペチュニアの品種改良だった。
　「ペチュニアは、アサガオに似た形のカラフルな花で夏
の花壇を彩る、人気の高い植物です。でも、今では当た
り前の匍匐（ほふく）性という横に広がる性質を持つ品種
は、まだまだマイナーな存在でした。匍匐性ペチュニア
には挿し木で増やす品種しかなく生産効率が低かったた
めです。そこで種で増やせるF1品種をつくることが研究
目標でした」。
　挿し木は、茎など植物の一部を切り取り、発根させて
育てる繁殖方法だ。1株から取れる茎の量は限られ、発根
させる手間と時間がかかりウイルス感染リスクも高い。一
方、種子で増やせる品種は大量生産が可能で、中でもF1
品種は安定した品質が得やすい。それはメンデルの「優
勢の法則」に基づき、例えば「花が大きい」と「花がたくさ
ん咲く」という異なる性質を持つ2品種を掛け合わせると、
その雑種の第一世代のみ、両親の特性を受け継いで「花
が大きくてたくさん咲く」という特性を安定的に発揮でき
るからだ。「優れたF1品種は、両親の長所を両親よりも高
いレベルで発揮させています。まさにトンビに鷹を生ませ
る技術によって成し遂げられているのです」。

生み出した新品種が大ヒット
　とはいえその開発は簡単ではない。ペチュニアには花
が水に弱いという弱点もあった。「雨に当たっても花びら
が痛まない匍匐性ペチュニアのF1品種ができれば、あり
とあらゆる空間をペチュニアで埋め尽くすことも可能にな
ります。ただ、そもそもF1品種の開発は順調にいっても
最低10年かかりますし、高品質な種子の生産技術も確立
しなければなりません。その上で、ペチュニアの生物と
しての弱点を変えなければならないのですから。正直言
うと、そんなもの無理だ、できっこないと思いながら研究
していました。ところができてしまったのです。信じられ
ないことに耐雨性の高さも兼ね備えていました」。
　竹下さんたち研究チームが生み出したその画期的な新
品種は「ウェーブ」と名づけられ、1994年に世に送り出さ

「ウェーブ」シリーズは今も世界中のガーデナーに人気。
丈夫な性質、鮮やかな花色で夏の花壇や街を彩っている
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れるとその優れた性質に注目が集まった。特に北米で鮮
烈な花色の「ウェーブ パープル」が大ヒットし、1995年
には園芸界で最も権威ある機関の1つであるAll-America 
Selections（AAS）から優れた品種として表彰される。さら
に、翌年に行われたアトランタオリンピックの公式フラ
ワーにも認定され、文字どおり大会に花を添えた。
　AASは草花や野菜の優良な新品種の選定と普及、育種
家の権利保護を目的として1932年に設立された米国の非
営利機関である。強健さに加えて花色のバリエーション
も豊かなウェーブのシリーズは人気を集めただけでなく、
産業構造までをも一変させた。その功績から竹下さんは
2004年、北米の園芸産業の発展に貢献した育種家をAAS
が顕彰するブリーダーズカップの初代受賞者に選ばれた。
　「園芸界で権威ある団体が新設した賞を最初に受賞し
たことは、身の引き締まる思いでした。ウェーブは予想ど
おり、ではなく、予想をはるかに超える優れた性質を示
してくれ、北米の市場を席巻しただけでなく、現在では
世界中でペチュニアの主力品種となっています。生き物
を相手にしていると、あり得ないと思っていたことも起き
てしまう。そして自分たちが生み出した品種が世の中に
新たな価値を提供し、世界を変えることができる。それ
が育種の醍醐味であると思います。だから育種はおもし
ろいし、やめられないのです」と竹下さんは相好を崩す。
　基礎知識や経験とデータの積み重ねの上に起きる偶然
の幸運「セレンディピティ」が起きること。それが育種の
魅力の1つなのだろう。

育種と人生の共通点
　ところがその数年後、大きな実績と収益をあげたにも
かかわらず、竹下さんの所属していたキリンアグリバイ
オ社は海外企業に事業譲渡されてしまう。「会社が撤退の
判断をしたのは仕方のないことですが、人生も育種もな
かなか思い通りにいかないものですね」。
　落胆しつつも会社に残ることを選択し、畑違いの人材
育成部門で活躍してきた竹下さん。今年、長年勤めた会
社を辞し、誰もやっていない職業をみずから創ることを
決意した。「プロとしての育種からは離れてはいたものの、
趣味の育種は続けてきましたし、今後もやめられないで
しょう。育種家の仕事には職人的な側面もありますが、
世界的に見ればメンデルの法則の実践はもちろん、遺伝
子組み換えやゲノム編集のような最新技術も駆使しなが
ら、めざす提供価値のために必要な特性とそれに関係す
る遺伝子を見出し、組み合わせ、形にしていくという総
合プロデューサーのような役割が求められます。こうし
た産業としての育種の魅力を伝えていきたい、さらには
広く品種への関心も高めたいという思いから、『品種ナビ
ゲーター』としての活動も始めました」。
　その一環として『野菜と果物 すごい品種図鑑』も上梓
し、品種にまつわるさまざまな情報を発信していく。「広
く一般の方々におもしろいと思っていただけるような話題
を提供することで、農作物や食文化に関心を持つ人、育
種家をめざす人を増やし、日本の農業と食品産業の発展
に貢献していきたい」と、今後の活動にかける思いを竹下
さんは熱っぽく語ってくれた。
　「育種では思いどおりにいかないことが多いけれど、思
い通りにいかなかったときこそ、なぜなのか、どうすれば
いいのか考え、多くを学ぶことができます。それは人生
も同じですよね。自分で自分を育種するという視点で仕
事や人生と向き合うと、楽しく生きられるのではないか。
私はそんなことも育種から教えられました」。
　美味しい食材や美しい花には、私たちの心を動かし、
幸せにする力がある。そのような品種を生み出す育種の
世界を知ると、日々の生活も人生も、味わいを増すかも
しれない。　　　　　　　　　　（取材・文　関 亜希子）

技術士（農業部門）、CTT+（Comptia認定国際トレーナー）
の資格を持つ竹下さん。農業・園芸だけでなく食に関わる
情報発信、コンサルティングや人材育成にも貢献したいと、
J.S.A.ソムリエの資格も取得した

写真とイラストをメインに、
品種の情報だけでなく関連
する豆知識なども盛り込ん
だ楽しい内容。読んでおも
しろく食育にも役立つ図鑑
をめざしたとのこと




